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ToPiCs
message
老人デイ・ケア誕生から 35 年……。 　昨年 11 月の未来投資会議で安倍首相は、介護保険制度に

対して 「自立支援介護に軸足を置きパラダイムシフトを起
こす」 と発言するなど、まさに平成 30 年度の介護報酬改定
は自立支援・重度化防止を狙っている。先だっての予算折
衝でも、診療報酬が 1.19％引き下げるのに対し介護報酬は
0.54％の引き上げが決まり、処遇改善を除けば９年ぶりのプ
ラス改定である。内訳として、通所系サービスの基本報酬
や集合住宅での展開で 0.5％程度の引き下げに対し、自立支
援に資するサービスの評価など、新設もしくは拡充する加
算によって１％程度引き上げとなる。
　通所リハはというと、前回の改定はリハマネジメントが
大きく見直されたが、今回はそれらの強化とあわせて、同
時改定ならではの、医療保険リハから介護保険リハへの円
滑な移行のための方策が示された。特に注目すべき点は以
下の４点ではないだろうか。

１. 医師の指示の明確化
２. リハマネジメントの加算の細分化・強化
３. 予防給付に対するリハ強化
４. 医療保険リハから介護保険リハ移行時の要件緩和

　医師の指示については目的や中止基準等の詳細な指示が
別途評価され、医師の位置づけがより明確になる。一方リ
ハマネ加算Ⅱの要件であった医師による説明は、減額する
代わりにリハ専門職が説明可能し、さらにはリハ会議や説

明の機会にテレビ電話等の活用が可能となり、強化と緩和
を組み合わせた構造といえる。リハマネジメント加算Ⅱは
さらに VISIT というシステムを導入し、質の評価データ収
集事業に参加した場合も別途評価するとしている。つまり
リハマネ加算は、現行の加算Ⅰ、加算Ⅱでリハ専門職が説
明する場合、医師が説明する場合、そして VISIT を活用す
る場合の４つに細分化される見込み。予防給付については、
介護給付同様のリハマネ加算と生活行為向上リハ加算が新
設され、質的管理と終了を目指した取り組みが求められる
ことになる。医療から介護への移行については、短時間通
所リハの強化とあわせて、医療のリハ計画を一定条件によ
りそのまま３ヶ月は介護保険リハにも流用でき、さらには
面積や人員基準も緩和されることで移行を促したい様相。
一方で３時間以上のサービスは通所介護との均衡を考慮し
基本報酬が見直されるが、リハ専門職の手厚い配置により
ここでも別途評価される見込み。
　述べてきたように、地域包括ケ
アの中核的フォーマルサービスで
ある通所リハは、地域から期待さ
れる機能を果たすために、今後さ
らなる進化が求められていること
は間違いなく、現場の皆さんの柔
軟な対応に期待するところである。

　1 年で最も寒い季節を迎えています。いよいよ 4 月
には医療・介護報酬とダブル改定を控え、今まさにそ
の勉強会が各地で行われているところです。
　さて、通所リハビリテーション、いわゆる老人デイ・
ケアをみると昭和 58 年老人保健法施行にて誕生しまし
た。今年で 35 年になります。そして当会前身である全
国老人デイ・ケア連絡協議会はその誕生から 11 年後の
平成 6 年に発足しました。
　当会がこれまで一貫して推進してきたことは 「職員
の教育研修」でした。毎年の全国大会、地方都市を中
心にしたリーダーズ研修会など現場職員の育成に力を
注いできました。また調査活動を行うことで運営の各
提案を行ってきました。振り返ると小さな任意団体か
ら少しずつ社会的役割を担いながらここまでやってき
たように思います。そして平成 25 年には法人化し、「一
般社団法人全国デイ・ケア協会」 として再出発をして
います。今年はその法人設立 5 年という節目の年を迎
えます。
　さて現在、介護制度のあり方は地域包括ケアシステ JADC 理事 井上 崇

介護老人保健施設 伸寿苑 施設長代理

Highlight
平成 30 年度同時改定（介護報酬改定）の見どころ

　この度、第 38 回の研究大会を、2018 年７月 13 日（金）
から 14 日（土）の２日間にわたり、茨城県つくば市で開
催させていただくこととなりました。
　2018 年（平成 30 年）は医療と介護の制度改定が同時
に行われる年であり、通所・通院サービスにとって転換
点になることが予想されます。このような情勢の中、今
大会のテーマを 「デイ・ケア リノベーション　～通所サー
ビスのさらなる高みへ～」 とさせていただきました。「リ
ノベーション」 という言葉には既存のものを活かし、性
能や価値を高めて新しくするという意味合いがあり、こ
のテーマには社会情勢の変化に応じて、皆でより社会に
貢献できるあり方を追求し、現状から進化を図っていこ
うという思いを込めています。
　企画としては、講演を４題、シンポジウムとパネルディ

スカッションを各１題、さらに
実践に役立つセミナーを盛り
込み、最後には茨城県が誇る日
本の地域リハビリテーション
のレジェンド大田仁史先生と
当協会会長の斉藤正身先生の
対談で締める予定です。
　２日目の午後にはデイ・ケア
にスポーツの要素を採り入れ
るための体験セミナーを同時
開催いたします。
　皆様にとって有意義な会になるよう、努めてまいります。
多数の皆様のご参加をこころよりお待ちいたしております。

大会実行委員長 金森 毅繁  
筑波記念病院 リハビリテーション部 部長

Academic meeting
第３８回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくば

ムを基本に検討されています。その論点は 「超高齢社
会を地域全体で関わること、そして高齢者を孤立化さ
せないこと」 と理解していますが、こうした動きの中
でデイ・ケアは大変重要なものとなっています。
　デイ・ケア機能は通所という手段をもって在宅生活
者を支援することが基本となります。さらに住まいや
生活する地域に出かけ課題を検討していく訪問機能、
デイの施設を活かした地域貢献活動（教育啓発、ふれ
あい、災害拠点…）等々、その活動は様々に展開され
るようになりました。いわゆる利用者の生活を地域全
体を含め支援することが求められるわけで、その活動
は“フォーマルなものからインフォーマルなものまで
を範囲とする”、これがデイ・ケアであると考えます。
　介護報酬改定を間近にして制度を充分に踏まえ、し
かしながら一方では制度に左右されない地域ニーズに
応じた活動を展開していくことがデイ・ケア（通所リハ）
に求められる課題だと考えています。これからも皆さ
んのご活躍を期待しています。 準備室

株式会社 JTB 関東 法人営業茨城南支店内
「全国デイ・ケア研究大会 2018in つくばデスク」
〒 305-0032 茨城県つくば市竹園 2-2-4
TEL 029(860)2872　FAX 029(854)1664
E-mail：info@38daycare-tsukuba.com

大会事務局 
医療法人社団筑波記念会　筑波記念病院
〒 300-2622 茨城県つくば市要 1187-299
TEL 029(864)1212　FAX 029(864)8135

JADC 理事 岡野 英樹
霞ヶ関在宅リハビリテーションセ
ンターコミュニティケア部 部長 

大会すっぺよ

大会 URL：https://38daycare-tsukuba.com大会 URL：https://38daycare-tsukuba.com
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　平成 29 年 10 月 19 日（木）
～ 21 日（土）に福岡県久留
米市の久留米シティプラザに
おいて、『リハビリテーショ
ン・ケア合同研究大会 久留米
2017』 が開催された。

　大会テーマは、“美しく リハの縦糸 ケアの横糸”として、
平成 30 年度の医療・介護報酬同時改定に向け、地域包括ケ
アが推進されていくなか多職種協働がどうあるべきかを示
す研究大会の内容であった。
　研究大会は三日間の日程で、計６講演、７シンポジウム、
11 セミナーが行われ、大会テーマに沿った講演や地域にお
ける取組の報告、各主催団体における地域リハビリテーショ
ンについてのシンポジウム、さらに平成 30 年度医療・介護
報酬同時改定についての特別講演など、非常に充実したも
のであった。
　また、発表演題数は口述・ポスターを合わせ全 810 演題

（口述 525 演題・ポスター 285 演題）と前年の茨城大会に遜
色ない多くの研究発表がなされ、すべてのセッションで活
発な質疑が行われていた。
　発表内容はリハ・ケアらしく多岐にわたり、様々な職種
からの発表がなされたが、デイ・ケア関係からは 「生活行
為向上リハビリテーション」 や 「活動と参加」 に焦点を当て
た発表、「リハビリテーションマネジメント加算Ⅱ」 への取
り組み報告など、デイ・ケアに求められている役割につい
ての演題が多くみられ、さまざまな意見交換がされていた。

　リハビリテーション・ケア合同研究大会 久留米
2017（10 月 19 日～ 21 日）にて全国デイ・ケア協会主
催のシンポジウム 「通所リハと通所介護が地域で協働
するために～通所系サービスの新時代を提案する～」
が開催されました。座長に岡野英樹氏（JADC 理事）、
シンポジストとして通所介護の立場より塩手公氏（株

式会社ツクイ 埼玉・群馬圏本部長）、ケアマネジャーの立場より
能本守康氏（日本介護支援専門員協会 常任理事）、私は通所リハ
の立場にて参加させていただきました。
　塩手氏より、通所介護において家屋調査および能力評価につい
てアセスメントが不十分となりやすく、通所リハのリハ職と協働
にて評価および機能訓練等のプログラムを検討することが望まし
いと述べられました。能本氏からはケアマネ、介護職、リハ職が
利用者の活動と参加の状態を捉えるためには、ICF に基づいたア
セスメントが必須であり情報を共有しそれぞれの専門性を発揮す
ることが求められると述べられました。
　私からは、通所リハと通所介護を併用しリハマネジメントを展
開することで通所リハを終了し通所介護への移行に対する利用者
の不安の軽減に繋がること、また移行後は必要に応じリハ職が通
所介護へ伺い評価やアドバイスを実施することが課題であること
をお伝えさせていただきました。
　平成 30 年度介護報酬改定においては、さらにリハ職が通所介護
および訪問介護と連携し質の高い介護サービスの実現に向け取り組
むことが評価されるようです。通所リハが地域包括ケアシステムに
おいて中心的な存在となれるよう努力していきたいと感じました。

 活動と参加してみた！

　リハ・ケア合同研究大会に参加させていただき、
地域包括ケア時代に向けて動いていることと役割の
明確化を強く感じました。私は以前にも同研究大会
に参加させていただいたことがありますが、以前の
プログラムには組み込まれていた身体機能や回復期
等はなく、介護予防や地域づくり等のセッション数
が多くなっていました。また私が担当させていただいた通所サー
ビスのセッションにおいても、発表の中身は来所時に、ご利用者
様の機能を高めるというだけではなく、どのように地域と連携を
図るのか、どのように地域に繋げていくのかというような内容が
多くありました。これらのことからも、以前にまして事業所内で
どう取り組むのかという枠ではなく、その方が“地域で暮らして
いく”ためにどのように支えていくのかという視点が強くなったよ
うに感じました。
　また、回復期、通所リハ、介護支援専門員の立場での訪問の違
いを述べられていたシンポジウムを聴講し、訪問ひとつにとって
も目的が異なることを再確認することもできました。通所リハは
医師を含めた多職種でのかかわりが強みであることに間違いはな
いと思われますが、ご利用者様の課題によっては通所リハのみで
の対応は難しいこともあります。そこで他の事業所と連携を図る
重要性は言うまでもありませんが、ご利用者様の課題はその都度
変化するため、その課題が解決できる可能性が高い事業所と必要
な時期には密に連携を取り支援していく大切さを学ぶことができ
ました。次年度は介護報酬の改定もありますが、制度は理解しつ
つもご利用者様にとって必要な支援を行っていきたいと思います。

通所リハが地域包括ケアシステムにおいて中心的な存在に。
通所リハビリテーションセンター清 雅 苑  主任 真栄城 一郎

　大会は井出睦大会長による大会長講演から始まり、大会
テーマである“美しく リハの縦糸 ケアの横糸”に沿う多職
種協働や地域連携について講演をいただいた。
　JADC による主催者団体シンポジウム 「通所リハと通所
介護が地域で共同するために～通所系サービスの新時代を
提案する～」 も初日に行われ、岡野英樹氏（当協会理事）
を座長に迎え、染谷和久氏（当協会事務局）からの情報提
供の後、真栄城一郎氏（通所リハビリテーションセンター
清雅苑主任）、塩手公氏（株式会社ツクイ埼玉・群馬圏本部
長）、能本守康氏（一般社団法人日本介護支援専門員協会常
任理事）がそれぞれの立場から現状と課題、今後の展望に
ついて私見を述べられ、満員になった会場の聴衆からの質
問にも丁寧に答えられていた。
　最終日には鈴木康裕氏（厚生労働省医務技監）による、
平成 30 年医療・介護同時改定に向けた講演が行われ、会場
には座りきれないほどの聴講者が集まった。具体的な改定
の内容には言及されなかったものの、施設運営に関わる重
要な提言もあり、参加した多くの聴衆にとって貴重な機会
となった。
　最後に、前回の茨城大会に続いて多くの参加者、演題発
表があり、リハ・ケアの盛り上がりを感じた。様々な分野
からの、多職種な参加者による議論が行われ、すべての参
加者にとって有意義な大会であったことと思う。

地域包括包括ケア時代に向けて。
伸寿苑デイケアセンター課長補佐 理学療法士 小川 彰

　鈴木康裕氏は平成 30 年度の同時改定を見据えて、❶人口構造・医療ニーズの変化、❷財政状況、❸医療技術の
急速な進歩、という観点から解説した。
❶ 人口構造・医療ニーズの変化
　①今までの高齢化と異なり、これからの高齢化は働く人口が減っていくということ。 ②ベビーブーマーがあと６

〜７年で 75 歳に達し、2040 年にはピークアウトしていくであろうこと。③単独や夫婦のみの世帯など高齢者の
世帯構造が異なっていることを指摘した。

　また、人生の最期をどこで迎えたいか？ という質問には４割が自宅と答えているのに対して、実際には１割しか
実現できていないことをあげ、在宅療養の後方ベッドの確保・整備が必要なことを述べた。

❷ 財政状況
　日本の国家予算の歳出の内訳は、社会保障費が 33% を占め、公共事業や防衛費と比べても突出している。医療費

の伸びを分解していくと、主な傷病には、①高血圧、②糖尿病、③高脂血症があげられ、予防の観点が重要なこと。
　また、外来は２次医療圏内でのシェアが必要だと述べた。
❸ 医療技術の急速な進歩
　平成 28 年度の改定以降、注射が増えている。在宅医療の多くは癌であり、抗がん剤が使用されているが、EGFR

の異変の有無により大きな影響があったため、今後、癌ゲノム分析などの普及も考慮していく。また、新薬は使
用後の症状の追跡のため、電子カルテからデータを拾っていくようなことも考えている。　鈴木氏は私見として
平成 30 年度の同時改定は、かかりつけ薬局機能や訪問リハサービスを、もう少し柔軟なサービスにしていく必
要もあると考えている。

　さらに将来に向けて、① Outcome に基づく評価、② Best Mix Professional、③ Precision Medicine、④ ICT の
推進の推進が望まれる。今後は 「茹でガエル」 にならないために、情勢の変化に柔軟に対応して行くことが求め
られることを強調した。

厚生労働省 医務技監 鈴木康裕氏 講演

“ 平成 30 年度医療・介護同時改定 toward & beyond” 講演のポイント

JADC 広報委員 野長瀬 高志
スマイル永生 副主任

木野田 典保
永生会地域リハビリテーション支援事業推進室 室長

リハビリテーション・ケア合同研究大会　久留米 2017
join join && learn learnjoin & learn

リハビリテーション・ケア合同研究大会 米子 2018
Rehabilitation Care Joint Study Conference in YONAGO

互
恵
互
助

互
恵
互
助

NEXT
ROUND

大会事務局	
社会福祉法人こうほうえん 錦海リハビリテーション病院
〒 683-0825 鳥取県米子市錦海町 3 - 4 - 5 
TEL ： 0859 - 34 - 2300　FAX ： 0859 - 34 - 2303

http://www.rc-yonago2018.jp

今年のリハ・ケアは、鳥取県米子。テーマは、互恵互助。６つの会の主催で開催されるこの合同研究大会が
まんま互恵×互助の精神ともいえるのではないでしょうか。米子でお会いしましょう。よい季節ですし。。。

会　期
2018 年 10 月３日 (水 )~４日 (木 )
会　場
米子コンベンションセンター  BiG SHiP
米子市文化ホール

名誉大会長
廣江 研 ( 社会福祉法人こうほうえん 理事長 )
大会長	
角田 賢 ( 錦海リハビリテーション病院 病院長 )
実行委員長
竹内 茂伸 ( 錦海リハビリテーション病院 副院長 )

主　催
一般社団法人 日本リハビリテーション病院 · 施設協会
一般社団法人 回復期リハビリテーション病棟協会
一般社団法人 全国デイ · ケア協会
一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会
全国地域リハビリテーション研究会
全国地域リハビリテーション支援事業連絡協議会

“ 美しく “ 美しく リハリハの縦糸 の縦糸 ケアケアの横糸 ”の横糸 ”“ 美しく リハの縦糸 ケアの横糸 ”



  

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

デイケアを取り巻く様々な
ニュース、その深層にあるもの、
流れを見て皆で考えましょう。

ニュースニュース
深層海流深層海流真 相真 相

介護報酬改定など私たちを取り巻く環境は目まぐるしく動いています。最新の情報・知見そ
して技術を。様々な企画が進行しています。詳細等はJADCホームページでご確認ください。

EVENT
SCHEDULE平成28年度平成28年度上上半期開催予定半期開催予定平成30年度上半期開催予定

わけである。
　かたや平成 29 年度から全面施行された日常生活支援総合
事業については、現行型以外は大変苦戦している様子であ
る。一定の裁量が保険者に移乗されたことを受けて、地域
に必要なサービスを保険者自身が工夫するものとなってい
るが、実状としては現状維持のような市町村が多いという。
新たな類型については事業所も様子を伺っており積極的と
は言えない。
　重度化に対する対応と、重度化しない予防的対応は両輪
で機能しなければならないはずなのに、それが同一線上で
イメージされていないのであれば残念である。経営的な側
面からいえば、日常生活支援総合事業はまだ未知の領域で
ある。そうなるとやはり経営者は収支の問題から事業発展
に対する投資は先延ばしにせざる得ないのかと思う。
　今回の介護報酬改定により、本来の機能、役割目的を果
たしているという評価を得られる事業所については、きっ
と地域でのあり方を意識した事業を展開している結果だろ
う。そういった事業所には先進的な取り組みを学ばせてい
ただきたい。また、今回地域での活動が不十分だと感じて
いる事業所については、加算算定をめざし、収入が見込ま
れたのであれば地域の方々との接点を再考してみてほしい
と思う。いずれその人たちが地域を動かし、事業を動かす
大事な要素になるかもしれないのだから。今回の介護報酬
改定から、プラス改定については喜ばしい。しかしそれは
本来の機能を果たさなければ淘汰の対象になるという示唆
でもある。本当に地域を支えるのであれば、運動だけでは
なく、人との結びつきや関わりを考えなければならないの
ではと思う。

https://www.kasumi-gr.com/zaitaku05.html

meet our friendmeet our friend  meet our friend 

 設立理念“老人にも明日がある”とデイホスピタル
　当院正面玄関を入ると、設立理念 「老人にも明日がある」
の書が目に入ります。今でこそ敬老・敬愛を尊重した医療・
福祉が展開されていますが、設立当時はそれが十分とは言
えない時代です。そのような背景の中、当法人齊藤正身理
事長の父、故齊藤正男氏がこの事業理念を掲げて、医療法
人真正会がはじまりました。
　デイホスピタルは、当初から入院の長期化や再入院の予
防として、在宅にいながら医療支援とその方が必要として
いるリハビリテーションが受けられることを目的としてい
ます。開設当時は霞ヶ関中央病院に併設されましたが、霞ヶ
関南病院の開設にあわせデイホスピタルも移設されました。

 霞ヶ関南病院　デイホスピタルの所在
　小江戸川越は、埼玉県にある 35 万人超の人口を抱える都
市で、豊かな歴史と文化を資源とした観光が有名です。当
院がある“かすみ野地区”は、川越市の西部に位置しており、
高齢化率は 43.4％と高く、多くの方が法人のサービスを利
用されています。
 デイホスピタルについて 
　デイホスピタルは地域や利用者さんのニーズに沿って、
様々なことにチャレンジしています。「“スタッフが企画し
た買い物ツアー”から利用者さんが自主的に食事会を開催」
や 「“中庭に健康器具を設置”し、近隣の公園での運動につ
ながった」 など、個別の課題に応じて外出機会や自主的な
健康管理のきっかけ作りにつながるよう、利用者さんの“明

日”を供に考えてきました。
　このように利用者さん毎のニーズを把握し個別性の高い
支援を行うため、以下の点に配慮しています。
• ケアマネジャーやご家族からの情報収集
• 各専門職の視点から評価
• リハビリテーション会議や日々の対応の中で情報共有 
その結果、すべての要介護者を対象にリハマネ加算Ⅱの対
応となりました。
 自己選択・自己決定・自己実現への取り組み
　利用者さんが主体性を持って地域の中で過ごしていくた
めに、利用時には選択的に過ごせるよう支援しています。
当法人には 「デイホスピタル」 と 「デイリビング」（１日型）
の２つの通所リハがありますが、この２事業所の共通点は
介護度に関係なく“自身でできることは極力ご自身で行っ
ていくこと”です。利用者さんのできること、できないこ
とを見極めつつ、ご自宅での役割の獲得からデイサービス
や院内のボランティア、地域活動（自治会活動や公民館で
の教室）へと繋げていきます。
　提供メニューは多種多様で、一般的な運動メニュー以外
にも、負荷量の高いグループ体操、その方の趣味や取り組
みたいことへのチャレンジがあります。例えば、「ＤＨ（デ
イホス）ファーム」 として中庭の一角に畑を設け、夏には
野菜を作っています。また、休業日には各種教室活動の場
として利用され、通所リハの卒業者もボランティアとして
参加されています。

 必要に応じたリハビリテーションの提供
　退院直後には訪問リハと組み合わせて集中的（週４〜５
回）にご利用いただくなど、利用者さんの心身機能や生活
能力に応じて、ご本人やケアマネジャーと相談のうえ利用
頻度を調整しています。また生活場面における課題解決の
ため、居宅訪問や生活行為向上リハを積極的に実施してい
ます。今後も利用者さんのニーズに基づき必要な支援を評
価し、適切なリハビリテーションの提供により、供に“明日”
を創っていきたいと思います。

医療法人真正会　霞ヶ関南病院

自律を促し、その方の役割や地域活動への参加につなげていきます。

埼玉県川越市安比奈新田 283-1会員施設会員施設
自己紹介自己紹介
会員施設
自己紹介

短時間通所リハビリテーション施設 “デイホスピタル”

リ ハ ビ リ 専 門 職
研 修 会 名 開 催 日 開 催 地

生活行為向上リハビリテーション研修会 6/2（土）～ 6/3（日） 大阪府
生活行為向上リハビリテーション研修会 7/28（土）～ 7/29（日） 福岡県
生活行為向上リハビリテーション研修会 8/25（土）～ 8/26（日） 東京都

看 護 ・ 介 護
研 修 会 名 開 催 日 開 催 地

通所リハ計画 立案・実践研修会 7/12（木） 茨城県
医 師 研 修

研 修 会 名 開 催 日 開 催 地

通所リハ医師向け研修会 8/4（土） 東京都
全 専 門 職

研 修 会 名 開 催 日 開 催 地

介護報酬改定対策セミナー 4/14（土） 大阪府
介護報酬改定対策セミナー 4/21（土） 福岡県

学 会
研 修 会 名 開 催 日 会 場

第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくば  7/13（金）～ 7/14（土） つくば国際会議場

　この記事を読んでいらっしゃる方々には、平成 30 年 1 月
26日に発出された介護保険報酬改定の答申書をご覧になり、
４月からの運営経営分析に勤しんでいらっしゃる方も多い
ことだろう。
　この度の介護報酬改定、改定率は +0.54% と示されている。
財源不足が叫ばれる中でのプラス改定は、事業所としては
大変喜ばしいことと言えるが、その中で考えなければなら
ないのは、そもそも財源が不足しているなかでどのように
プラス改定が示されるのかという点である。
　勿論、本改定の概要に示されている、Ⅰ. 地域包括ケアシ
ステムの推進、Ⅱ. 自立支援・重度化防止に資する質の高い
介護サービスの実現、Ⅲ. 多様な人材の確保と生産性の向上、
Ⅳ. 介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・
持続可能性の確保、の４点は、平成 29 年６月２日に公布さ
れた 「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等
の一部を改正する法律」 の流れが盛り込まれている。双方
見ても、やはり財源に対する考え方は深刻であると言わざ
るを得ない。
　誤解を恐れずに言うのであれば、「無駄は徹底的に削り、
評価すべきを評価する」 ことになる。この改定は、2025 年
に差し迫った課題を確実に解決しなければならない強い志
向性を感じる。本来必要な機能や役割、目的を達成してい
る事業所は評価し、それが達せられない事業所は減算であ
る。乱暴な言い方になるが、当然この減算分が財源となる

JADC 理事 土井 勝幸
介護老人保健施設せんだんの丘 施設長



一般社団法人 全国デイ・ケア協会

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒 350 － 1173 埼玉県川越市安比奈新田 283 － 1 霞ヶ関南病院内

電話：049（237）0700　FAX：049（237）0701
e-mail：info@day-care.jp

 協会認定制度のご案内
　当協会では、研修体制の整備とともに認定のあり方について検討を重ね、平成 25 年度より協会認定制度を開始いた
しました。通所系サービス ( 通所介護・通所リハビリ等 ) の質の向上、利用者の自立支援、地域住民の自助・互助活動
への支援を行い、地域リハビリテーションの普及・啓発を促すことを目的に、管理者および事業所を対象とした協会
認定制度を創設いたしました。
　認定管理者とは、「通所系サービスの中心的な役割を担う者として、必要な専門知識・経験・技術を有することを認
められた者」 としました。
　認定事業所とは、「事業所として満たすべき基準をはじめ、取り組みや特色・方針が認められた施設」 としました。

詳細は、http://www.day-care.jp/image/nintei.pdf でご確認ください。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成６）年、全国のデイ ･ ケアを
提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供を目的とし開設、20 年
にわたり活動を続けて参りました。
　近年、通所系サービスの役割は急速に高まり、介護予防・認知症疾患・重介護者等、様々な対象
者層へのリハ・ケアの提供が求められるようになってきました。
　制度的には多くの課題を抱える中、運営の適正化と質の向上、関係機関との連携、住民への啓発
等をより公的な立場で取り組んで参ります。地域包括ケアシステムの構築が推進される中、病気や
障害のある人たちが尊厳をもってその人らしく生きていくことの出来る社会を目指し、通所系サー
ビスの組織としてその活動に取り組んでいく次第です。

介護、デイ · ケアサービスの追求
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　　東京では 1 月末、2 月初と時期を空けず立て続けにユキ（雪）に見舞われました。雪に弱い私たちの地域はその都度右
往左往し、安全なデイケア運営に際し頭を悩ませていた時期となってしまいました。
　そのような中今回のデイケアニュースでは改定に関する内容を盛り込もうと編集側も右往左往準備をし、1 月末の介護報酬
改定の発表を待ちギリギリでの記事作成となりました。改定内容は今後のデイケア運営にあたって右往左往せざるを得ない
内容もあったかと思いますが、それでも字数の少ない中に改定に関する内容を詰め込んだ作成者、編集者の 『想い』 の入っ
た内容となっております。改定を踏まえ、いま一度自分たちの事業所で利用者のために 『できること』 を考えるべき、と想
いを募らせていただければ幸いです。
　全国デイ・ケア協会も前身の全国老人デイ・ケア連絡協議会から 20 年以上経ち、法人化されて５年となります。今後も今
まで以上に利用者にとって有益なデイケア運営に関する情報提供を行っていきます。
　会員および広報誌読者のみなさまへ良いユキ（幸）をもたらせるよう、運営および広報活動を続けていく次第であります
ので、今後とも広報誌のご一読よろしくお願い致します。

JADC 広報委員 多良 淳二
介護老人保健施設イマジン リハビリ科 係長


